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市報をアプリで配信中！

直方市バーチャルミュージアム

直方の文化を隅々まで

直方市インスタグラム

さあ、あなたもフォロー！

人の動き

直方市公式LINE

直方市と友だちになろう!
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　　女　29,595 人  （ － 142）
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三
井
本
洞
炭
鉱
の
歴
史

　

直
方
で
中
央
大
手
資
本
が
経
営
し
て
い

た
の
は
八
月
号
で
紹
介
し
た
三
菱
新
入
炭

鉱
と
三
井
本
洞
炭
鉱
で
し
た
。

　
三
菱
新
入
炭
鉱
の
各
坑
の
所
在
地
は
次

の
通
り
各
地
に
分
散
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
一
坑　
上
新
入

　
第
二
坑　
山
部

　
第
三
坑　
下
新
入

　
第
四
坑　
植
木

　
第
五
坑　
大
字
直
方

　
こ
れ
に
対
し
て
三
井
本
洞
炭
鉱
は
下
境

の
川
西
地
区
に
あ
り
ま
し
た
。
明
治
中
期

に
開
坑
し
た
歴
史
の
古
い
炭
鉱
で
、
許こ

の
み斐

鷹た
か
す
け介
な
ど
地
元
の
炭
鉱
主
た
ち
が
経
営
し

て
い
ま
し
た
が
、
明
治
三
五(

１
９
０
２)

年
に
麻あ

そ
う生
太た

き
ち吉
が
本
洞
坑
と
藤
棚
坑
を
統

合
し
て
藤
棚
一
坑
・
二
坑
と
改
称
し
、
明

治
四
〇(

１
９
０
７)

年
に
三
井
鉱
山
が
買

収
し
て
三
井
本
洞
炭
鉱
第
一
坑
・
第
二
坑

と
改
称
し
ま
し
た
。

　
な
お
本
洞
と
い
う
の
は
藤
棚
と
異
な
り

地
名
で
は
な
く
、
許
斐
家
代
々
の
家
号
か

ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
本
洞
炭
鉱
の
出
炭
状
況
が
悪

化
し
て
大
正
十
（
１
９
２
１
）
年
に
全
坑

休
業
し
た
が
遂
に
回
復
で
き
ず
、
大
正

十
五
（
１
９
２
６
）
年
に
三
菱
新
入
炭
鉱

に
先
立
ち
三
井
鉱
山
は
直
方
か
ら
撤
退
し

ま
し
た
。

　
炭
鉱
頭
領
・
神
谷
清
三
之
碑

　

彦
山
川
西
岸
の
堤
防
道
路
の
西
側
道

路
を
走
る
直
方
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

武
谷
線
猿
田
バ
ス
停
の
北
側
、
バ
ス
道

路
か
ら
細
道
を
入
っ
た
下
境
四
国
霊
場

札
所
内
の
御
堂
に
隣
接
す
る
背
の
高
い

石
碑
で
明
治
三
五
（
１
９
０
２
）
年
に

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
筑ち

く
ほ
う豊
鉱こ

う
ぎ
ょ
う業

頭と
う
り
ょ
う領
傳
」
に
写
真
と
詳
細
な
経
歴
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
山や

ま
も
と本
作さ

く
べ
え

兵
衛
翁
の
炭
鉱
絵

画
に
記
録
さ
れ
た
明
治
時
代
の
炭
鉱
の
興

味
深
い
逸
話
を
読
む
と
、
現
代
と
は
今
昔

の
感
が
あ
り
ま
す
。

　
各
地
の
炭
鉱
を
経
て
長
年
に
わ
た
り
本

洞
炭
鉱
の
頭
領
を
務
め
た
功
績
が
裏
面
に

漢
文
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
井
本
洞
坑
死
者
供
奉
像

　
前
項
の
場
所
か
ら
バ
ス
道
路
に
戻
り
左

折
し
て
西
へ
進
み
坂
道
を
上
っ
た
高
台
に

あ
る
住
宅
団
地
の
一
角
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
道

路
に
背
を
向
け
て
い
る
た
め
非
常
に
見
つ

け
に
く
い
で
す
。

　
左
側
に
地
蔵
菩
薩
、
右
側
に
不
動
明
王

の
像
が
並
ん
で
い
て
、
下
部
に
「
三
井
本

洞
坑
死
者
供
奉
像
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

坑
内
で
の
殉
職
者
を
含
む
物
故
者
の
慰
霊

の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
三
菱
新
入
炭
鉱
に
つ
い
て
は
、
現
地
に

こ
う
し
た
文
字
が
残
さ
れ
た
遺
跡
は
な
く

そ
の
意
味
で
貴
重
な
存
在
で
す
。

  
直
方
文
化
財
散
歩
・
記
念
碑
巡
り

  
下
境
地
区
の
炭
鉱
関
係
の
遺
跡
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